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２０１５年度シラバス「数学Ａ」 
 

教科名 科目名 単位数 学年・組 使用教科書 

数学 数学Ａ 2 1 年 4 組 高等学校 数学Ａ(数研出版) 

 

１ 科目の目標と評価の観点 

目標 
場合の数と確率，図形の性質または整数の性質について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，

事象を数学的に考察する能力を養い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を

育てる。 

評価の観点 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

場合の数と確率，図形の

性質または整数の性質に

おける考え方に関心をも

つとともに，数学のよさ

を認識し，それらを事象

の考察に活用して数学的

な考え方に基づいて判断

しようとする。 

場合の数と確率，図形の

性質または整数の性質に

おいて，事象を数学的に

考察し表現したり，思考

の過程を振り返り多面

的・発展的に考えたりす

ることなどを通して，数

学的な見方や考え方を身

に付けている。 

場合の数と確率，図形の

性質または整数の性質に

おいて，事象を数学的に

表現・処理する仕方や推

論の方法などの技能を身

に付けている。 

場合の数と確率，図形の

性質または整数の性質に

おける基本的な概念，原

理・法則などを体系的に

理解し，基礎的な知識を

身に付けている。 

 

２ 学習計画と観点別評価規準 

 

学 

期 

 

月 

 

学習内容 

 
章名（配当時間） 

学習のねらい 

 

学習内容 

 
節名（配当時間） 

項目名（配当時間） 

 

観点別評価規準 

 

〔関〕：関心・意欲・態度 

〔見〕：数学的な見方や考え方 

〔技〕：数学的な技能   

〔知〕：知識・理解 

 
 

 
教科書 

該当箇所 

 

考 

査 

範 

囲 

1 

学 

期 

4 

月 

第 1章 

場合の数と確率

（37） 

 
場合の数を求める

ときの基本的な考

え方や確率につい

ての理解を深め，

それらを事象の考

察に活用できるよ

うにする。 

第 1節 場合の数（16）  

1 集合の要素の個数（3） 和集合や補集合について理解し，その要素の個

数を求めることができる。〔知〕 

例 1 

練習 1 
 

ベン図を利用して集合を図示することで，要素

の個数を考察することができる。〔見〕 

p.7～9  

和集合，補集合の要素の個数の公式を利用でき

る。〔知〕 

例 2 

練習 2 
 

ベン図を利用することで，和集合や補集合の要

素の個数を求めることができる。〔技〕 

例題 1 

練習 3 
 

具体的な日常事象に対して集合を考えること

で，人数などを求めることができる。〔技〕 

応用例題 1 

練習 4,5 
 

表を作って集合の要素の個数を求める方法に

興味を示し，それを利用しようとする。〔関〕 

練習 4  

2 場合の数（3） 道順の数え方に興味を示し，樹形図，和の法則

や対称性などによる場合の数の数え方に関心

をもつ。〔関〕 

p.10  

5 

月 

樹形図，和の法則，積の法則の利用場面を理解

している。〔知〕 

p.11～14  

事象に応じて，樹形図，和の法則，積の法則を

使い分けて場合の数を求めることができる。

〔技〕 

p.11～14  

自然数の正の約数の個数を数えること，式の展

開を利用して約数の総和が求められることに

興味を示す。〔関〕 

p.14  

3 順列（4） 順列の総数，階乗を記号で表し，それを活用で

きる。〔技〕 

例 3,4 

練習 13～15 
 

順列，円順列，重複順列の公式を理解し，利用

することができる。〔知〕 

p.15～21  

場合の数を，順列，円順列，重複順列に帰着さ

せて求めることができる。〔技〕 

p.15～21  

塗り分けの方法を数えるのに，順列の考え方が

使えることに興味・関心をもつ。〔関〕 

練習 16  
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条件が付く順列，円順列を，見方を変えたり別

なものに対応させたりして処理することがで

きる。〔見〕 

応用例題 4～6 

練習 17,18 

練習 20,21 

 

中 

間 

順列に条件が付く場合に，条件の処理の仕方を

理解している。〔知〕 

応用例題 4～6 

練習 17,18 

練習 20,21 

考 

査 

4 組合せ（5） 

 

研究 重複を許して作る組

合せ 

順列と組合せの違いに興味・関心をもつ。〔関〕 p.22  

既知の順列の総数をもとにして，組合せの総数

を考察することができる。〔見〕 

p.22  

組合せの総数を記号で表し，それを活用でき

る。〔技〕 

例 6 

練習 23,24 
 

組合せの公式を理解し，利用することができ

る。〔知〕 

p.22～29  

6 

月 

条件が付く組合せを，見方を変えたり別なもの

に対応させたりして処理することができる。

〔見〕 

応用例題 7 

練習 27 
 

組合せに条件が付く場合に，条件の処理の仕方

を理解している。〔知〕 

応用例題 7 

練習 27 
 

組分けの総数を求めることができる。〔知〕 応用例題 8 

練習 28 
 

同じものを含む順列を，組合せで考察すること

ができる。〔見〕 

p.27  

同じものを含む順列の総数を求めることがで

きる。〔知〕 

例題 8 

応用例題 9 

練習 29,30 

 

組合せの考え方を利用して図形の個数や同じ

ものを含む順列の総数などが求められること

に興味・関心をもつ。〔関〕 

例題 7,8 

練習 26,29 
 

重複組合せについて理解し，その総数を求める

ことができる。〔知〕 

p.29 研究 

例 1,練習 1 
 

問題（1）  p.30  

第 2節 確率（18）  

5 事象と確率（3） 試行の結果を事象としてとらえ，事象を集合と

結びつけて考えることができる。〔見〕 

p.31 

例 8,練習 31 
 

試行の結果の事象を集合として表すことがで

きる。〔技〕 

p.31 

例 8,練習 31 
 

試行の結果を集合と結びつけて，事柄の起こり

やすさを数量的にとらえることができる。〔見〕 

p.33,34  

確率の定義から，その求め方がわかる。〔知〕 p.33,34  
6 確率の基本性質（4） 積事象，和事象の定義を理解している。〔知〕 例 10 

練習 37 
 

7 

月 

集合の性質を用いて，確率の性質を一般的に考

察することができる。〔見〕 

p.36～40  

確率の性質を理解し，和事象，余事象の確率の

求め方がわかる。〔知〕 

例題 12,例 12 

応用例題 10 

練習 40～42 

期 

末 

確率の計算に集合を活用し，複雑な事象の確率

も求めることができる。〔技〕 

例 13 

練習 43 
考 

査 

2 

学 

期 

9 

月 

7 独立な試行と確率（5） 独立な試行の確率を，具体的な例から直観的に

考えることができる。〔見〕 

p.41  

独立な試行の確率を，公式を用いて求めること

ができる。〔知〕 

例 14,15 

練習 44,45 
 

複雑な独立試行の確率を，公式や確率の加法定

理などを用いて求めることができる。〔技〕 

例題 13 

練習 46 
 

反復試行の確率を，具体的な例から直観的に考

えることができる。〔見〕 

p.44  

反復試行の確率を，公式を用いて求めることが

できる。〔知〕 

例 16 

練習 47 
 

複雑な反復試行の確率を，公式や確率の加法定

理などを用いて求めることができる。〔知〕 

例題 14 

応用例題 11 

練習 48,49 

 

8 条件付き確率（5） 

 

条件付き確率や確率の乗法定理の考えに興

味・関心をもち，積極的に活用しようとする。

〔関〕 

p.47～50  
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研究 原因の確率 条件付き確率を，記号を用いて表すことができ

る。〔技〕 

p.48,49  

条件付き確率の式から確率の乗法定理の等式

を導くことができる。〔技〕 

p.49  

10 

月 

確率の乗法定理を用いて 2つの事象がともに起

こる確率が求められる。〔知〕 

例 19 

練習 51 
 

条件付き確率や確率の乗法定理を用いて確率

の計算ができる。〔知〕 

例 19 

例題 15 

練習 51～53 

 

条件付き確率の考えを利用して原因の確率が

考えられることに興味をもち，それについて考

察しようとする。〔関〕 

p.51 研究 

例 1,練習 1 
 

条件付き確率を利用して原因の確率が求めら

れる。〔見〕〔知〕 

p.51 研究 

例 1,練習 1 
 

問題（1）  p.52 中 

章末問題（2）  p.53,54 間 

課題学習（1） 第 1 章で学んだ内容に関する課題について，主

体的に学習し，数学のよさを認識する。〔関〕

〔見〕 

 考 

査 

11 

月 

第 2章 

図形の性質（33） 

 
平面図形や空間図

形の性質について

の理解を深め，そ

れらを事象の考察

に活用できるよう

にする。 

第 1節 平面図形（21）  

1 三角形の辺の比（2） 線分の内分・外分，平行線と比などの基本事項

を理解している。〔知〕 

p.56,57  

定理を適切に利用して，線分の比や長さを求め

ることができる。〔知〕 

例題 1 

練習 2,4 
 

証明の際に適切な補助線を引いて考察するこ

とができる。〔技〕 

定理 1の証明 

練習 3 
 

図形の性質を証明するのに，既習事項を用いて

論理的に考察できる。〔見〕 

定理 1の証明 

練習 3 
 

2 三角形の外心・内心・重

心（3） 

三角形の外心・内心・重心に関する性質に興味

を示し，積極的に考察しようとする。〔関〕 

p.59～63  

三角形の外心，内心，重心の定義，性質を理解

している。〔知〕 

定理 3～5 

例 1,2 

練習 5～7 

 

証明の際に適切な補助線を引いて考察するこ

とができる。〔技〕 

定理 5の証明  

図形の証明において，間接的な証明法である同

一法が理解できる。〔見〕 

定理 5の証明  

3 チェバの定理・メネラウ

スの定理（5） 

 

研究 三角形の辺と角 

チェバの定理・メネラウスの定理に興味を示

し，積極的に考察しようとする。〔関〕 

p.64～67  

チェバの定理・メネラウスの定理を理解してい

る。〔知〕 

定理 6,7 

例 3 

練習 8,9 

 

チェバの定理，メネラウスの定理を，三角形に

現れる線分比や図形の面積比を求める問題に

活用できる。〔技〕 

例題 2 

練習 10 
 

12 

月 

4 円に内接する四角形（2） 円周角の定理と円周角の定理の逆を理解して

いる。〔知〕 

練習 11,12  

三角形の外接円は必ず存在するが，三角形以外

の場合は必ずしも存在しないことから，四角形

が円に内接する条件を考察しようとする。〔関〕 

p.71  

円に内接する四角形の性質を利用して，角度を

求めることができる。〔知〕 

練習 13  

四角形が円に内接するための条件を利用して，

図形の性質を証明できる。〔知〕 

応用例題 1 

練習 15 
 

5 円と直線（5） 

 

研究 方べきの定理の逆 

円と直線を動的にとらえて，それらの位置関係

を考察することができる。〔見〕 

p.74 導入部

分 
 

円の接線の性質を利用して，線分の長さを求め

ることができる。〔知〕 

練習 16 期 

末 

円の接線と弦の作る角の性質を利用して，角の

大きさを求めることができる。〔知〕 

練習 17 考 

査 

3 

学 

期 

1 

月 

方べきの定理を理解している。〔知〕 p.77,78 

練習 18,19 
 

方べきの定理における PA･PB の値の意味に興

味・関心をもつ。〔関〕 

例 4 

練習 19 
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方べきの定理の逆が成り立つことに興味・関心

をもつ。〔関〕 

p.79 研究  

6 2 つの円（1） 2 つの円の位置関係と，中心間の距離と半径の

関係を積極的に考察しようとする。〔関〕 

p.80，81  

2 つの円の位置関係を，動的な面から観察する

ことができる。〔見〕 

p.80  

共通接線の定義を理解し，その長さの求め方が

わかる。〔知〕 

例題 4 

練習 21,22 
 

2 

月 

7 作図（2） 数学で扱う作図と，日常において図形をかくこ

とでは，何が違うか考えてみようとする。〔関〕 

p.83 導入部

分 
 

中学校で学んだ垂線の作図を知っている。〔知〕 p.83  
平行線と線分の比の性質を利用すると，内分

点・外分点が作図できたり，b/a や ab の長さを

もつ線分が作図できることに気付く。〔見〕 

例 5,6 

練習 24,25 
 

√a の長さをもつ線分の作図法を文章で表現

し，得られた図形が確かに条件を満たすことを

証明することができる。〔技〕 

例題 5 

練習 26 
 

問題（2）  p.87,88  

第 2節 空間図形（9）  

8 直線と平面（4） 

 

研究 三垂線の定理 

 

空間における 2直線の位置関係やなす角を理解

している。〔知〕 

p.89,90 

練習 27 
 

空間における直線と平面が垂直になるための

条件を，与えられた立体に当てはめて考察でき

る。〔見〕 

例題 6 

練習 28 
 

空間における直線や平面が平行または垂直と

なるかどうかを，与えられた条件から考察でき

る。〔見〕 

練習 29  

三垂線の定理について関心をもち，その意味を

理解しようとする。〔関〕 

p.93 研究 

練習 1 
 

9 空間図形と多面体（4） 

 

研究 正多面体の体積 

研究 正多面体の種類 

正多面体の特徴を理解し，それに基づいて面，

頂点，辺の数を求めることができる。〔知〕 

例 7 

練習 30 
 

オイラーの多面体定理がどんな凸多面体でも

成り立つかどうか調べてみようとする。〔関〕 

練習 31,32  

3 

月 

正多面体の満たす条件を理解し，正多面体から

切り取った立体がまた正多面体であることを

示すことができる。〔技〕 

p.96 

練習 33 
 

正多面体どうしの関係を利用して，正多面体の

体積を求めることができる。〔技〕 

p.97 研究 

練習 1 
 

オイラーの多面体定理を利用すると，正多面体

の面の形から面の数が限定されることに関心

をもつ。〔関〕 

p.98 研究  

問題（1）  p.99  
章末問題（2）  p.100,101  

コラム 正多面体からかど

を切り取ってできる多面

体 

【レポート】 

正多面体からかどを切り取ってできる多面体

に共通する性質に興味・関心を示し，自ら調べ

ようとする。〔関〕 

p.102  

学 

年 

末 

課題学習（1） 第 2 章で学んだ内容に関する課題について，主

体的に学習し，数学のよさを認識する。〔関〕

〔見〕 

 考 

査 

課題・提出物について 

レポートの提出：教科書のコラムや課題学習を題材にしたレポート 

授業ノートの提出 

授業時に配付するプリントの提出 

長期休暇における課題帳 
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３ 評価の観点と評価方法 

評価の観点 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

場合の数と確率，図形の

性質または整数の性質に

おける考え方に関心をも

つとともに，数学のよさ

を認識し，それらを事象

の考察に活用して数学的

な考え方に基づいて判断

しようとする。 

場合の数と確率，図形の

性質または整数の性質に

おいて，事象を数学的に

考察し表現したり，思考

の過程を振り返り多面

的・発展的に考えたりす

ることなどを通して，数

学的な見方や考え方を身

に付けている。 

場合の数と確率，図形の

性質または整数の性質に

おいて，事象を数学的に

表現・処理する仕方や推

論の方法などの技能を身

に付けている。 

場合の数と確率，図形の

性質または整数の性質に

おける基本的な概念，原

理・法則などを体系的に

理解し，基礎的な知識を

身に付けている。 

評価方法 

・学習活動への取り組み 

・課題・提出物の状況 

ノート，プリント， 

レポート等 

・定期考査 

・提出レポートの内容 

・提出ノートの内容 

・定期考査 

・小テスト 

・定期考査 

・小テスト 

 


